集合住宅（私設メ－タ－設置の住宅以外）における
上下水道料金の各戸算定に関する取り扱い
　　　　　　　　
１．各戸の水道使用水量の認定及び上下水道料金の算定方法
本取り扱いを適用する場合、名張市水道給水条例第24条第3項の規定に基づき、集合住宅の各戸の水道使用水量が不明であるため各戸の水量を認定することとし、市の水道メーターの計量水量を各戸が均等に使用したとした認定水量により各戸の上下水道料金を算出し、その合計額を当該集合住宅の料金とする。
２. 適用の要件
（１）次の各号のいずれにも該当する場合について適用する。
　①  住居専用の集合住宅であること。
　  ②  各戸の住宅専用部分に風呂・便所・台所の給水設備を有すること。
　③　二世帯住宅でないこと。
（２）前号に掲げるもののほか、名張市水道事業管理者が特に認めたもの。
３. 申出書の提出
　この取り扱いの適用を受けようとする者（以下「申出者」という。）は、次に掲げる書類を添えて「集合住宅・上下水道料金各戸算定適用申出書」（以下「申出書」という。）を提出しなければならない。
　（１）誓約書
　（２）各階平面図

　（３）入居状況が確認できる図面
４．申出者
 申出者は、上下水道使用者又は料金請求先として登録されている者とする。

５．適用戸数の変更
　 申出者は、現に住居として使用されている住宅専用部分の戸数に変更が生じた場合は、速やかに戸数の変更届を提出しなければならない。
ただし、名張市給水条例第２３条に規定する初めの検針日から次の検針日までの期間の途中において、戸数の変更があった場合の適用戸数は、その期間のうち使用日数の多い戸数とする。（なお、使用日数が同数の場合は、算出料金が低くなる方の戸数とする。）
６．適用の開始
　申出書の提出日の翌検針日から適用する。ただし、書類審査及び現地確認の結果、不備があった場合はこの限りではない。なお、戸数の変更届けのあった場合も同様の扱い
　とする。
７．申出者の届出義務 

 申出者は、当該集合住宅に関して次の各号のいずれかに該当するときは、速やかに名張市水道管理者に届出するものとする。
　（１）入居戸数に変動が生じたとき。
　　　本取り扱いに係る戸数変更届出書及び入居状況が確認できる図面
　（２）適用要件を満たさなくなったとき又はこの取り扱いの適用をとりやめるとき。

　　　「集合住宅・上下水道料金各戸算定適用取り止め届出書」
8． 本取り扱いの適用時期
平成２５年４月１日から適用する。
